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市
は
２
月
８
日
、
令
和
５
年
度
の
国
民
健
康
保
険
（
以
下
、
国
保
）
の

運
営
に
つ
い
て
、
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
（
四
方
道
人
会
長
）
か

ら
答
申
を
受
け
ま
し
た
。
１
人
当
た
り
の
国
保
料
は
据
え
置
き
で
、
関
連

予
算
案
を
市
議
会
３
月
定
例
会
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

　先
月
、
65
歳
に
な
っ
た
。〝
高
齢
者

の
仲
間
入
り
で
あ
る
。
相
前
後
し
て
介

護
保
険
や
年
金
関
係
の
通
知
な
ど
が
届

き
、
改
め
て
節
目
の
年
を
迎
え
た
こ
と

を
再
認
識
。
今
ま
で
幸
い
な
こ
と
に
心

身
と
も
に
さ
ほ
ど
衰
え
を
実
感
す
る
こ

と
も
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
故
に
今
回
の

誕
生
日
は
例
年
に
な
く
感
慨
深
く
、
同

時
に
己
の
老
後
を
改
め
て
考
え
て
み
る

機
会
に
も
な
っ
た
。

　私
に
は
同
年
代
の
知
り
合
い
で
大
き

く
分
け
て
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。

18
歳
ま
で
過
ご
し
た
綾
部
の
幼
馴
染
。

大
学
時
代
の
柔
道
部
や
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の

仲
間
。
前
職
で
あ
る
銀
行
員
時
代
の
同

期
生
や
仕
事
を
通
じ
て
付
き
合
っ
た
人

た
ち
。
そ
し
て
現
職
に
就
い
て
か
ら
交

流
を
深
め
た
政
治
や
行
政
関
係
の
知
り

合
い
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
分
野
は
異
な

り
、
ま
た
付
き
合
い
に
濃
淡
は
あ
れ
、

そ
の
時
々
を
同
じ
世
代
の
仲
間
と
し
て

切
磋
琢
磨
し
、
辛
酸
を
共
に
し
た
同
士

と
言
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
還
暦
を
過

ぎ
た
頃
か
ら
、
悠
々
自
適
の
生
活
を
選

ぶ
者
も
あ
れ
ば
、
大
企
業
の
ト
ッ
プ
な

ど
実
社
会
の
最
前
線
で
活
躍
す
る
同
輩

も
少
な
か
ら
ず
い
る
な
ど
、
ま
さ
に

〝
人
生
い
ろ
い
ろ
〞
で
あ
る
。
中
に
は

す
で
に
鬼
籍
に
入
っ
た
同
級
生
、
闘
病

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
知
己
も

い
る
。ア
メ
リ
カ
の
詩
人
サ
ミ
ュ
エ
ル
・

ウ
ル
マ
ン
の
残
し
た
有
名
な
『
青
春
』

の
一
節
が
身
に
沁
み
る
。

　「青
春
と
は
人
生
の
あ
る
期
間
を
言

う
の
で
は
な
く
、心
の
も
ち
方
を
言
う
。

す
な
わ
ち
人
生
の
深
い
泉
の
清
新
さ
を

言
う
の
で
あ
る
。…

時
に
は
20
歳
の
青

年
よ
り
も
60
歳
、
80
歳
の
人
に
青
春
が

あ
る
。
年
を
重
ね
た
だ
け
で
人
は
老
い

な
い
。
理
想
を
失
う
時
に
初
め
て
老
い

る
」　身

体
能
力
が
人
生
の
黄
昏
に
入
っ
た

こ
と
は
紛
れ
も
な
い
事
実
。
す
べ
て
の

赤
ち
ゃ
ん
は
泣
き
声
を
発
し
て
生
ま
れ

て
く
る
が
、
こ
れ
は
心
肺
機
能
を
母
親

の
胎
内
か
ら
胎
外
の
シ
ス
テ
ム
に
変
更

す
る
た
め
必
要
な
行
為
と
も…

。
も
う

そ
ん
な
必
要
も
な
い
我
々
高
齢
者
は
、

穏
や
か
な
笑
顔
を
絶
や
す
こ
と
な
く

〝
老
後
〞
を
生
き
た
い
も
の
だ
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
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高
齢
者
の
仲
間
入
り

急
激
な
物
価
高
騰
な
ど
社
会
情
勢
に
配
慮

　国
保
と
は
、
安
心
し
て
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
加
入
者
が
保
険
料
を
出

し
合
っ
て
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。

近
年
は
加
入
者
が
減
り
、
保
険
料
な
ど

の
収
入
は
減
少
。
運
営
状
況
は
、
さ
ら

に
厳
し
く
な
る
見
通
し
で
す
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
中
、
急
激
な
物
価
高
騰
な

ど
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、
加
入
者
の
負

担
増
を
考
慮
。
国
保
準
備
基
金
（
貯
金
）

約
１
億
円
を
活
用
し
、
保
険
料
を
11
年

連
続
の
据
え
置
き
と
し
ま
し
た
。

　令
和
５
年
度
の
１
人
当
た
り
の
国
保

料
の
平
均
年
額
は
、
医
療
給
付
費
や
後

期
高
齢
者
支
援
金
分
、
介
護
納
付
金
分

を
含
め
、
７
万
６
６
３
８
円
（
昨
年
と

同
額
）
で
す
。

基
金
減
少
し
厳
し
い
財
政
運
営
続
く

　国
保
準
備
基
金
の
残
高
は
、
本
年
度

末
の
見
込
み
額
約
２
億
３
０
０
０
万
円

に
対
し
、
令
和
５
年
度
末
は
約
１
億
３

０
０
０
万
円
と
推
計
。
基
金
は
減
少
す

る
一
方
、
高
齢
化
や
医
療
技
術
の
高
度

化
に
よ
り
医
療
費
な
ど
の
出
費
は
膨
ら

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、「
団
塊
の
世
代
」

が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移
行
す
る

こ
と
に
伴
い
、
国
保
に
お
け
る
負
担
金

の
増
加
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　市
は
今
後
、こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

適
切
な
準
備
基
金
の
確
保
を
念
頭
に
、

持
続
可
能
な
事
業
運
営
に
努
め
ま
す
。

11
年
連
続
据
え
置
き
に

令
和
５
年
度
国
保
料

四方会長＝写真左＝から答申を受ける山崎善也
市長

お
さ 

な
な 

じ
み

し

〞

み
ち 

ひ
と

道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
、
４
月
１
日
か
ら
全
て
の
自
転
車
利
用
者

の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務
に
な
り
ま
す
。
大
人
も
子
ど
も
も
、
自

転
車
に
乗
る
と
き
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

努
力
義
務
の
対
象
が
拡
大

　自
転
車
乗
車
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

は
、
平
成
20
年
の
改
正
道
路
交
通
法
以

降
、
13
歳
未
満
の
児
童
や
幼
児
が
乗
る

と
き
に
か
ぶ
ら
せ
る
こ
と
を
保
護
者
へ

の
努
力
義
務
と
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

府
の
条
例
も
、
自
転
車
に
未
就
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児
を

同
乗
さ
せ
る
と
き
の
着
用
を
義
務
付
け

て
い
ま
す
。
昨
年
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に
成
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し
た
新

し
い
改
正
法
で
は
、
自
転
車
に
乗
る
人

全
員
に
対
象
を
広
げ
「
か
ぶ
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
。
こ

の
改
正
法
が
、
本
年
４
月
に
施
行
さ
れ

ま
す
。

非
着
用
時
の
致
死
率
２
倍

　令
和
３
年
ま
で
の
５
年
間
、
自
転
車

乗
車
中
の
交
通
事
故
死
者
の
約
６
割

が
、
頭
部
に
致
命
傷
を
負
っ
て
い
ま
す

＝
左
上
表
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
非
着
用
時
の

致
死
率
（
死
傷
者
に
占
め
る
死
者
の
割

合
）
は
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
時
の
約
２
・

２
倍
。
死
に
至
ら
な
か
っ
た
場
合
で
も

▽
言
語
▽
視
力
▽
聴
力
▽
記
憶―

な
ど

に
障
害
が
現
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
り

ま
す
。
交
通
事
故
に
よ
る
被
害
の
軽
減

を
図
る
た
め
に
は
、
頭
部
を
保
護
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
万
が
一
に
備
え
、

自
分
や
家
族
の
身
を
守
る
た
め
に
、
自

転
車
に
乗
る
と
き
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か

ぶ
る
こ
と
を
習
慣
付
け
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
乗
る
な
ら
ヘ
ル
メ
ッ
ト
！

４
月
か
ら
努
力
義
務
に

「ながら運転」は交通違反！
　イヤホンで音楽を聴きながら▽スマート
フォンを操作しながら▽傘を差しながら―の
運転は車や歩行者の接近に気
付きにくく、大きな事故につ
ながる危険な行為です。自転
車に乗るときは交通ルールを
守り、安全に利用しましょう。

　自転車事故は、通勤や通学、帰宅時間帯
に多く起きています。綾部市では、令和２
年11月に自転車で通学していた中学生が車
と衝突し、頭部を損傷する事故が発生しま
した。見た目や髪型が崩れるなど、着用に
抵抗がある人も多いと思いますが、いざと
いうとき大切な命を守るために、ヘルメッ
トの積極的な着用をお願いします。

自転車乗用中の交通事故死者の
主な致命傷の部位

通学時にも
ヘルメットの着用を

合計
2,145人

平成29年～令和３年 出典：警察庁

頭部
1,237人
58％

胸部
263人
12％

その他
394人
18％

腰部
90人
4％

けい部
161人
8％

半数以上が、
頭部への致命傷 !

綾部警察署交通課
係長  山科真琴さん

　ＳＧマークのあるヘルメットは、製
品安全協会が定めた安全性認定基準を
満たし、高い安全性が保証されています。
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路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
、
４
月
１
日
か
ら
全
て
の
自
転
車
利
用
者

の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務
に
な
り
ま
す
。
大
人
も
子
ど
も
も
、
自

転
車
に
乗
る
と
き
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

努
力
義
務
の
対
象
が
拡
大

　自
転
車
乗
車
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
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の
改
正
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路
交
通
法
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降
、
13
歳
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満
の
児
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や
幼
児
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乗
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ぶ
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力
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。
ま
た
、

府
の
条
例
も
、
自
転
車
に
未
就
学
児
を

同
乗
さ
せ
る
と
き
の
着
用
を
義
務
付
け

て
い
ま
す
。
昨
年
４
月
に
成
立
し
た
新

し
い
改
正
法
で
は
、
自
転
車
に
乗
る
人

全
員
に
対
象
を
広
げ
「
か
ぶ
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う
努
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な
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」
と
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定
。
こ

の
改
正
法
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、
本
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４
月
に
施
行
さ
れ

ま
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。
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率
２
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５
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。
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メ
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約
２
・

２
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障
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な
り
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故
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。
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る
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メ
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か

ぶ
る
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と
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習
慣
付
け
ま
し
ょ
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自
転
車
乗
る
な
ら
ヘ
ル
メ
ッ
ト
！

４
月
か
ら
努
力
義
務
に

「ながら運転」は交通違反！
　イヤホンで音楽を聴きながら▽スマート
フォンを操作しながら▽傘を差しながら―の
運転は車や歩行者の接近に気
付きにくく、大きな事故につ
ながる危険な行為です。自転
車に乗るときは交通ルールを
守り、安全に利用しましょう。

　自転車事故は、通勤や通学、帰宅時間帯
に多く起きています。綾部市では、令和２
年11月に自転車で通学していた中学生が車
と衝突し、頭部を損傷する事故が発生しま
した。見た目や髪型が崩れるなど、着用に
抵抗がある人も多いと思いますが、いざと
いうとき大切な命を守るために、ヘルメッ
トの積極的な着用をお願いします。

自転車乗用中の交通事故死者の
主な致命傷の部位

通学時にも
ヘルメットの着用を

合計
2,145人

平成29年～令和３年 出典：警察庁

頭部
1,237人
58％

胸部
263人
12％

その他
394人
18％

腰部
90人
4％

けい部
161人
8％

半数以上が、
頭部への致命傷 !

綾部警察署交通課
係長  山科真琴さん
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綾部の茶  府で最高位に輝く

　市と府などは２月18日、青野町の北部産業創造センター
で「サイエンスキャンプinあやべ」を開催。市内外から参
加した小学５・６年生と中学生の14人が、ロボットに関す
る話を聞いたり、プログラミングを体験したりするなどし

て、デジタル技術の面白さを学
びました。豊里小学校６年生の
丸岡晃太朗くんは、府立工業高等学校の生徒に教わりながらオリジナル
ＬＥＤライトを製作。「作るのは難しかったけど、楽しかった。ものづく
りの技術をもっと知りたいと思った」と笑顔でした。

デジタル技術を学んで体験！

　宇治市で２月10日、昨年７月に同市で開催さ
れた第40回京都府茶品評会出品茶審査会の審査
結果を受け、褒賞授与式が行われました。本市
からは、綾部緑茶生産組合の福井ヒデ子さんが、
かぶせ茶の部門で農林水産大臣賞を受賞。また、
審査成績の最優秀の市町村に知事から贈られる
優勝旗が綾部市に授与されました。本年度授与
された優勝旗は、全国茶品評会の産地賞＝本紙
12月号参照＝と合わせ２本目となります。

30歳40歳がふるさとで同窓会
　市Ｉ・Ｔビル（西町一丁目）で３月４日、あや
べ３０４０成人式が初開催されました。同実行
委員会（上畑隆昭委員長）が将来のＵＩターン
や定住を考える場として企画。今年度に30歳と
40歳を迎える本市出身者など51人が参加しまし
た。式典では30歳を代表し西雄拓未さん、40歳
を代表し大槻めぐみさんが近況やふるさとへの
思いをスピーチ。また、あやべ地域交流大使シャ
ンプーハットてつじさんを交え、本市の魅力など
ついて対談し、会場は大いに盛り上がりました。

ゼロカーボンシティ目指す取り組みを表彰
　市役所で２月16日、脱炭素社会に向けた優れた
取り組みや活動などを行う個人・団体を表彰する
「あやべゼロカーボン表彰」の表彰式を開催。最優
秀賞を受賞した舘町の大力浩二さんと聡美さん、
青野町のグンゼ綾部本社に黒谷和紙の賞状と綾部
市産材木製盾を授与しました。
　市は本年度、脱炭素への気運を高めるため、同
表彰を創設。取り組み内容など詳しくは、市ホー
ムページで公開しています。（記事ID2875）

　市
観
光
協
会
（
平
野
正
明
会
長
）

は
、
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ト
コ
ン
ク
ー
ル

を
開
催
。
本
市
の
観
光
を
積
極
的
に

推
進
す
る
た
め
、「
輝
く
あ
や
べ
・

再
発
見
」
を
テ
ー
マ
に
観
光
写
真
を

募
集
し
、
こ
の
ほ
ど
入
賞
者
を
発
表

し
ま
し
た
。
大
賞
は
、
天
文
館
パ
オ

（
里
町
）
で
撮
影
し
た
、
白
木
文
枝

さ
ん
（
福
知
山
市
）
の
作
品
で
す
。

市
内
外
か
ら
２
６
２
点
集
ま
る

　本
市
の
豊
か
な
自
然
や
文
化
な
ど

の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
す
る
同
コ
ン
ク
ー
ル
。
応
募
作

品
２
６
２
点
か
ら
大
賞
１
点
、
特
選

５
点
、
入
選
10
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

大
賞
、
特
選
以
外
の
入
選
者
は
次
の

皆
さ
ん
で
す
（
順
不
同
、
敬
称
略
）。

　朝
子
政
司
（
野
田
町
）▽
阿
比
留

健
次
（
西
町
三
丁
目
）▽
安
村
篤
（
青

野
町
）▽
山
口
健
治
（
同
）▽
足
立
麻

美
（
福
知
山
市
）▽
木
崎
誠
（
同
）▽

植
田
空
羽
（
舞
鶴
市
）▽
近
藤
克
啓

（
京
都
市
）▽
福
井
齋
（
滋
賀
県
）▽

嶋
倉
英
幸
（
東
京
都
）

　入
選
作
品
は
３
月
17
日（
金
）か
ら

４
月
７
日（
金
）ま
で
、
あ
や
べ
観
光

案
内
所（
駅
前
通
り
）で
展
示
。
以
降
、

天
文
館
（
里
町
）、
あ
や
べ
温
泉
（
睦

寄
町
）
な
ど
市
内
各
所
で
約
１
カ
月

ご
と
に
巡
回
展
示
し
ま
す
。

入
賞
作
品
決
定

令和４年度

あ
や
べ
観
光
デ
ジ
タ
ル

　
　 フ
ォ
ト
コ
ン
ク
ー
ル

ひ
と
し

く 

う

大  賞 綾部市長賞
大きなシャボン玉できたよ 　白木文枝（福知山市）

綾部商工会議所賞
秋の清流 松岡秀雄（舞鶴市）

あやべ市民新聞社賞
光跡 蘓理忠則（福知山市）

綾部市文化協会賞
由良川冬景色 野々垣泰輝（並松町）

京都新聞賞
夢のトンネル
 朝子政司（野田町）

京都府観光連盟賞
あやべ 安谷屋茜（大阪府）

特  選

記事ＩＤ＝市ホームページのＩＤ検索でＩＤを入力すると、関連ページが開きます

さん まる よん まる
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多
様
な
性
の
在
り
方
を
理
解
し
認
め
合
う

　
人
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
や
特
徴
が
あ
る

よ
う
に
、
性
の
在
り
方
も
「
身
体
の
性
」

だ
け
で
な
く
▽
性
自
認
（
心
の
性
）▽

性
的
指
向
（
好
き
に
な
る
性
）▽
表
現

す
る
性
（
言
葉
遣
い
や
服
装
等
）―

な

ど
の
要
素
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
表

れ
方
は
人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
、
組

み
合
わ
せ
に
決
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
人
ひ
と
り
の
違
い
は
個
性
で
あ
り
、

認
め
合
い
尊
重
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
は
身
近
に

　
性
自
認
が
出
生
時
に
割
り
当
て
ら
れ

た
性
と
異
な
る
人
や
、
性
的
指
向
が
異

性
愛
だ
け
で
は
な
い
人
は
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
＋
」
＝
本
紙
12
月
号
参
照
＝
と
表
現

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
「
性
的
少
数
者

（
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
）」
と
も
い
わ
れ
ま

す
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
は
、
見
た
目
で
は

分
か
り
に
く
い
こ
と
も
多
く
、
身
近
に

「
い
な
い
」「
会
っ
た
こ
と
が
な
い
」
と

思
い
が
ち
で
す
が
、
私
た
ち
が
気
付
い

て
い
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
へ

　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
の
人
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
環
境
に
す
る
た
め
に
、
多
様
な

性
へ
の
理
解
を
深
め
、
自
分
の
周
り
に

当
事
者
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ

た
言
動
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
や
相
談
を
受
け
た
場

合
は
、真
摯
に
受
け
止
め
て
く
だ
さ
い
。

本
人
の
了
解
な
し
に
他
人
に
話
す
ア
ウ

テ
ィ
ン
グ
は
、重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
へ
の
理
解
者
で
あ
る

「
ア
ラ
イ
（
ａ
ｌ
ｌ
ｙ
）」
の
輪
を
広
げ
、

誰
も
が
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
で
生
き
ら

れ
る
社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
シ
リ
ー
ズ
で
人
権

に
関
す
る
情
報
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

⑪
性
の
多
様
性
と
人
権

シ
リ
ー
ズ
　人
権
を
考
え
る

春

両手の手のひらを上に向け、
お腹のあたりから上へ
２回あおぐ（暖かい風が下か
ら吹いてくる様子）

両手の手のひらをたたき合わ
せ回転させる（桜の花の咲く
様子）

桜
①
②

11 10

つながろう

手話
で

協力：京都府聴覚障害者協会綾部支部

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
の
マ
ス
ク
着

用
に
関
す
る
情
報
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ

　
 

ウ
イ
ル
ス
対
策

教えて！マ
ス
ク
の
着
用
は
個
人
の
判
断
に

　マ
ス
ク
の
着
用
ル
ー
ル
が
３
月
13
日

（
学
校
現
場
は
４
月
１
日
）
か
ら
緩
和

さ
れ
、
屋
内
・
屋
外
を
問
わ
ず
個
人
の

判
断
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
た
だ
し
、自
分
を
感
染
か
ら
守
り
、

周
囲
に
感
染
を
広
げ
な
い
た
め
▽
医
療

機
関
を
受
診
す
る
と
き
▽
高
齢
者
な
ど

重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
人
が
多
く
入

院
・
生
活
す
る
医
療
機
関
や
高
齢
者
施

設
な
ど
を
訪
問
す
る
と
き
▽
通
勤
ラ
ッ

シ
ュ
時
な
ど
の
混
雑
し
た
電
車
や
バ
ス

（
概
ね
全
員
の
着
席
が
可
能
で
あ
る
と
き

を
除
く
）
に
乗
車
す
る
と
き―

な
ど
の

場
面
に
応
じ
て
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　マ
ス
ク
の
着
用
は
個
人
の
判
断
が
基

本
で
す
。
本
人
の
意
思
に
反
し
て
マ
ス

ク
の
着
脱
を
強
い
る
こ
と
が
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。（
記
事
I
Ｄ
２
５
０
０
）

今月の手話

基本的な感染対策は
メリハリを

＜体調が悪い場合など＞
　体調が悪い人や新型コロナウイルス感染
症の検査で陽性となった人、同居する家族
に陽性となった人がいる人は、周囲に感染
を広げないために外出を控えてください。
通院などでやむをえず外出するときは、人
混みを避け、マスクの着用をお願いしま
す。

※子どもに対するマスク着用は、健やかな
教育・発達の妨げとならないよう配慮す
ることが重要です。感染が拡大している
場合は、一時的に場面に応じたマスク着
用を呼びかける可能性があります。保護
者や周りの大人が子どもの体調に注意し
配慮をお願いします。

編
者
＝
こ
ど
も
の
大
質
問
編
集
部

出
版
社
＝
青
春
出
版
社

　「おひめさまになりたい！」「飼っているカマキ
リを戦いに強くしたいです」など、子どもの可愛
い質問・疑問・難問から始まった、全国各地の図
書館司書が回答する奮闘記59話。

　市図書館にも日々、こんなピュアな
質問が寄せられています。ピュアな気
持ちや新鮮な疑問でいっぱいの「子ど
もの大質問」を読んでみませんか？

図
書
館
に
ま
い
こ
ん
だ

　
　 こ
ど
も
の
大
質
問

おすすめ
ポイント

図書館ほんでほんで通信mini図書館ほんでほんで通信mini

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
本

市
へ
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
等

の
視
点
か
ら
、
市
内
12
地
区

を
順
番
に
紹
介
し
ま
す
。

子
育
て
が
し
や
す
い
環
境

　
大
阪
府
の
南
部
か
ら
平
成
25
年
に
移

住
し
、市
内
の
企
業
に
就
職
し
ま
し
た
。

綾
部
市
の
緑
に
囲
ま
れ
た
風
景
が
、
ふ

る
さ
と
に
似
て
い
て
住
み
心
地
の
良
さ

を
覚
え
ま
し
た
。
都
心
部
や
趣
味
の
海

釣
り
に
行
く
に
も
快
適
で
ア
ク
セ
ス
も

便
利
。
中
筋
地
区
は
病
院
や
学
校
、
買

い
物
が
で
き
る
と
こ
ろ
が
そ
ろ
っ
て
い

て
、
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
で
す
。

人
が
集
い
、
に
ぎ
わ
い
あ
る
ま
ち

　
自
治
会
対
抗
の
運
動
会
や
山
添
神
社

で
行
わ
れ
る
納
涼
祭
、
秋
祭
り
な
ど
季

節
の
行
事
に
参
加
し
、
世
代
を
超
え
た

交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。「
綾
部
あ

じ
さ
い
風
鈴
祭
り
」の
シ
ー
ズ
ン
に
は
、

観
光
客
に
東
光
院
ま
で
の
道
の
り
を
聞

か
れ
た
り
、
他
府
県
ナ
ン
バ
ー
の
車
を

見
か
け
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま

し
た
。
人
が
集
う
場
所
や
機
会
が
多
い

こ
と
を
魅
力
に
感
じ
ま
す
。

人
と
の
つ
な
が
り
で
人
生
が
充
実

移
住
し
て
翌
年
に
消
防
団
に
入
団
。

活
動
を
通
し
て
、
地
元
住
民
と
の
つ
な

が
り
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
昨
年
４
月
に

は
、
初
め
て
上
延
第
二
公
園
内
に
鯉
の

ぼ
り
を
掲
揚
。
中
に
は
、
他
の
地
区
か

ら
寄
付
を
受
け
た
鯉
の
ぼ
り
も
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
人
と
の
関
わ
り
で
、
人

生
が
豊
か
に
な
っ
て
い
る
と
実
感
。
こ

れ
か
ら
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
取
り

組
み
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
広
げ
て
い

き
た
い
で
す
。

中
筋
地
区

「消防団の詰所と、その正面にある子どもとよく遊
ぶ鳥ヶ坪町児童遊園地。 暮らしに密着した場所が私
のお気に入りです」と吉川さん

吉川 聖崇さん
（上延町）

きよ たか

し
ん  

し

記事ＩＤ＝市ホームページのＩＤ検索でＩＤを入力すると、関連ページが開きます
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